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障害者権利条約の実現のために
―情報アクセスとパラレルレポート―

日本障害者協議会副代表・情報通信委員長　薗
そ の べ

部英
ひ で お

夫

〈
１
〉
つ
な
が
る
こ
と
で
み
え
て
き
た

今
は
昔
。
パ
ソ
コ
ン
が
み
る
み
る

普
及
し
、W

indow
s 95

が
話
題
と

な
っ
た
頃
の
話
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
台
頭
し
て
、
世
界
が
つ
な

が
っ
て
し
ま
う
は
じ
ま
り
の
頃
で
し

た
。
わ
た
し
た
ち
は
、
障
害
の
あ
る

人
が
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
活
用
で
き
る
た
め
の
支
援
グ

ル
ー
プ
＝
〝
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
パ
ソ
ボ
ラ
）〟
に
夢
中
で
し
た
。

〝
１
２
０
０
ボ
ー
〟
の
音
響
カ
プ

ラ
（
電
話
の
受
話
器
に
音
響
結
合
し

て
デ
ー
タ
通
信
を
行
う
通
信
機
器
）

を
付
け
て
パ
ソ
コ
ン
通
信
す
る
と
、

パ
ソ
コ
ン
の
向
こ
う
に
い
る
人
と
人

と
が
つ
な
が
り
ま
し
た
。
で
も
、
パ

ソ
コ
ン
操
作
は
難
し
く
、「
パ
ソ
コ

ン
教
室
」
で
た
く
さ
ん
の
人
が
習
っ

て
い
た
時
代
で
す
。障
害
が
あ
れ
ば
、

一
人
ひ
と
り
の
困
難
は
山
ほ
ど
あ
っ

た
の
で
す
。

「
助
け
て
！
」
の
一
声
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
っ
て
い

る
パ
ソ
ボ
ラ
た
ち
は
、
す
ぐ
に
情

報
を
共
有
し
て
、「
助
け
手
」
に
手

を
挙
げ
ま
し
た
。
困
難
な
状
況
を
知

る
た
め
に
は
お
宅
訪
問
も
し
ま
し

た
。
パ
ソ
ボ
ラ
の
前
で
は
さ
ま
ざ

な
「
敷
居
」
は
取
り
除
か
れ
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
障
害
者
は
、

つ
ぎ
に
は
自
ら
が
「
助
け
手
」
と

な
っ
て
支
え
、
支
え
ら
れ
た
の
で

す
。
日
常
的
な
フ
ツ
ー
の
つ
な
が
り

か
ら
、障
害
理
解
も
す
す
み
ま
し
た
。

で
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
支
援
す
る
た
め

の
障
害
者
制
度
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
必
要
な
制
度
を
つ
く

る
た
め
に
障
害
者
運
動
も
必
要
で
し

た
。
あ
れ
か
ら
４
半
世
紀
。
わ
た
し

た
ち
は
今
、
障
害
者
権
利
条
約
を
手

に
し
て
い
ま
す
。

〈
２
〉
権
利
条
約
の
肝
は
「
他
の
者

と
の
平
等
」
な
ア
ク
セ
ス
権

障
害
者
権
利
条
約
は
、
２
０
０
６

年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、
現
在

１
７
７
か
国
が
批
准
し
、
日
本
は

１
４
１
番
目
の
締
約
国
と
な
り
ま
し

た
。25

項
目
の
前
文
に
50
条
の
本
文
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
１
条
「
目

的
」で
は「
障
害
の
社
会
的
把
握（
社

会
モ
デ
ル
／
人
権
モ
デ
ル
）」
を
、

第
２
条
「
定
義
」
で
は
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
言
語
、
差
別
、

合
理
的
配
慮
」を
定
義
し
て
い
ま
す
。

第
３
条
「
一
般
原
則
」
は
、「
尊
厳
、

非
差
別
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
、
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。

と
り
わ
け「
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
」

は
、「
他
の
者
と
の
平
等
（
＝
同
年

齢
の
市
民
と
の
同
等
の
権
利
）」
を

く
り
返
し
強
調
す
る
権
利
条
約
全
体

を
貫
く
考
え
方
で
す
。
権
利
条
約
に

は
、
特
別
な
規
定
と
し
て
、「
意
識

向
上
」（
第
８
条
）
と
と
も
に
第
９

条
で
「
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
英
文

＝Accessibility

、
公
定
訳
＝
施
設

及
び
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
の
容
易

さ
）」
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

90 年代のパソボラ報道（写真上）
パソボラのとりくみ（同下）



2019.7.253

インクル  第121号

特集：共生社会の実現を伝える媒体

ら
に
第
21
条
で
「
表
現
と
意
見
の
自

由
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
」
を
位
置

づ
け
て
い
る
の
で
す
。

第
９
条
の
政
府
公
定
訳
を
一
部
紹

介
し
ま
す
。

１　

締
約
国
は
、
障
害
者
が
自
立
し

て
生
活
し
、
及
び
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

側
面
に
完
全
に
参
加
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
障

害
者
が
、
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎

と
し
て
、
都
市
及
び
農
村
の
双
方
に

お
い
て
、
物
理
的
環
境
、
輸
送
機
関
、

情
報
通
信
（
情
報
通
信
機
器
及
び
情

報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
含
む
。）
並
び

に
公
衆
に
開
放
さ
れ
、
又
は
提
供
さ

れ
る
他
の
施
設
及
び
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
機
会
を
有
す
る
こ
と
を
確
保

す
る
た
め
の
適
当
な
措
置
を
と
る
。

２　

締
約
国
は
、
ま
た
、
次
の
こ
と

の
た
め
の
適
当
な
措
置
を
と
る
。

（
ｆ
）
障
害
者
が
情
報
を
利
用
す
る

機
会
を
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た

め
、
障
害
者
に
対
す
る
他
の
適
当
な

形
態
の
援
助
及
び
支
援
を
促
進
す
る

こ
と
。

（
ｇ
）
障
害
者
が
新
た
な
情
報
通
信

機
器
及
び
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
む
。）
を
利
用

す
る
機
会
を
有
す
る
こ
と
を
促
進
す

る
こ
と
。

〈
３
〉
権
利
条
約
実
現
の
た
め
の
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て

権
利
条
約
に
は
、「
締
約
国
報
告
」

を
義
務
づ
け
、
条
約
実
行
を
監
視

す
る
強
力
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
の
審
査
が

２
０
２
０
年
秋
に
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。
そ
の
後
国
連
よ
り
日
本
の
問

題
点
や
改
善
点
を
指
摘
す
る
総
括
所

見
（
勧
告
）
が
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
審
査
で
は
、
国
の
報
告
だ
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障害者権利条約

国連・障害者権利委員会の審査（ノルウェー）
を傍聴（2019 年 3 月）

け
で
な
く
、
市
民
社
会
組
織
（
障
害

者
団
体
な
ど
）
か
ら
の
実
態
や
問
題

点
を
リ
ア
ル
に
指
摘
す
る
「
パ
ラ
レ

ル
レ
ポ
ー
ト
（
パ
ラ
レ
ポ
）」
が
重

視
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
「
パ
ラ
レ
ポ
」
を
障
害
者
団

体
で
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
作
成

し
、
国
連
に
届
け
よ
う
と
日
本
障
害

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）
が
よ
び

か
け
、
日
本
障
害
者
協
議
会
（
Ｊ

Ｄ
）
な
ど
13
の
構
成
団
体
か
ら
の

意
見
を
集
め
、
２
年
間
議
論
し
て
、

２
０
１
９
年
５
月
に
ま
と
め
ま
し
た

（
Ｊ
Ｄ
Ｆ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

た
と
え
ば
、「
課
題
」
で
は
、

①
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
概
念
の
理
解

が
不
足
し
て
い
る
、
②
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
要
件
を
定
め
た
公
共
調
達
の

法
制
度
が
な
い
、
③
商
品
開
発
や
施

設
整
備
に
お
け
る
障
害
当
事
者
参
画

が
進
ん
で
い
な
い
、
④
情
報
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
の
権
利
が
明
記
さ
れ
て

い
な
い
、
な
ど
が
具
体
的
に
指
摘
し

て
い
ま
す
。

　
「
求
め
ら
れ
る
勧
告
案
」
と
し
て
、

①
障
害
者
に
関
わ
る
包
括
的
・
基
本

的
な
法
律
の
中
に
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
の
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
、
②

障
害
者
理
解
を
促
進
す
る
た
め
に
、

行
政
、
事
業
者
等
あ
ら
ゆ
る
関
係
者

へ
研
修
を
義
務
付
け
る
こ
と
な
ど
を

記
述
し
て
い
ま
す
。＊

権
利
条
約
で
位
置
づ
け
ら
れ
た
ア

ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
保
障
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
新
技
術
や
支
援
機
器
は
、
日
常
生

活
は
も
と
よ
り
、
教
育
、
労
働
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
で
も
、
必
要
と
す
る
人
に
は

い
ま
だ
に
届
い
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
権
利
条
約
の
実
現
に
む
け

て
多
く
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
ア
ク

シ
ョ
ン
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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利用者が選択できる媒体での情報提供
（社福）日本盲人会連合 情報部長　三

み や け

宅 隆
たかし

日
本
盲
人
会
連
合
（
日
盲
連
）
は

視
覚
障
害
者
自
身
の
手
で
、〝
自
立

と
社
会
参
加
〟
を
実
現
し
よ
う
と
組

織
さ
れ
た
視
覚
障
害
者
の
全
国
組
織

で
す
。
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
に

結
成
さ
れ
た
、
都
道
府
県
・
政
令
指

定
都
市
に
お
け
る
61
の
視
覚
障
害
者

団
体
の
連
合
組
織
で
、
国
や
地
方
自

治
体
の
視
覚
障
害
者
政
策
―
人
権
、

福
祉
、
教
育
、
職
業
、
交
通
問
題
、

情
報
保
障
、災
害
対
策
等
―
の
立
案
・

決
定
に
際
し
、
視
覚
障
害
者
の
ニ
ー

ズ
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
陳
情
や
要

求
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
、（
１
）
全
国

の
視
覚
障
害
者
団
体
に
対
す
る
連
絡

及
び
助
成
事
業
、（
２
）
点
字
図
書

館
、
点
字
出
版
所
、
録
音
製
作
所
の

設
置
運
営
、（
３
）
視
覚
障
害
者
や

そ
の
家
族
か
ら
の
生
活
相
談
事
業
、

（
４
）
点
字
ニ
ュ
ー
ス
即
時
提
供
事

業
、（
５
）
福
祉
用
具
の
販
売
斡
旋

等
事
業
、（
６
）
福
祉
一
般
に
関
す

る
調
査
研
究
、（
７
）
情
報
宣
伝
及

び
文
化
活
動
、（
８
）
あ
ん
摩
・
指
圧
・

は
り
、
き
ゅ
う
等
の
生
業
の
安
定
及

び
職
域
拡
大
の
た
め
の
調
査
研
究
並

び
に
医
療
保
険
取
り
扱
い
等
の
経
営

指
導
、（
９
）
国
内
外
の
関
係
団
体

と
の
相
互
交
流
、
協
力
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

本
連
合
で
は
、
視
覚
障
害
者
を
含

め
多
く
の
方
々
に
向
け
、
点
字
、
音

声
、
拡
大
文
字
、
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
に

よ
り
、
視
覚
障
害
者
に
関
連
し
た
情

報
を
提
供
し
て
お
り
、
主
な
も
の
と

し
て
以
下
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
点
字
Ｊ
Ｂ
ニ
ュ
ー
ス
：
月
曜

か
ら
金
曜
ま
で
、
点
字
印
刷
し
た
物

ま
た
は
点
字
デ
ー
タ
を
添
付
し
た

メ
ー
ル
に
よ
り
視
覚
障
害
者
向
け
に

発
行
。
視
覚
障
害
者
の
新
聞
情
報
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
支
援
す
る
目
的
で
、

１
９
９
０
年
よ
り
厚
生
労
働
省
の
補

助
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、

一
般
紙
の
そ
の
日
の
朝
刊
か
ら
選
ん

だ
記
事
と
独
自
の
福
祉
関
連
記
事
の

点
訳
デ
ー
タ
を
、
全
国
55
か
所
の
地

域
実
施
機
関
に
配
信
し
、
点
字
印
刷

を
し
て
読
者
に
郵
送
。
こ
れ
に
加
え

て
、
２
０
０
０
年
か
ら
は
、
電
話
で

の
自
動
読
み
上
げ
に
よ
る
音
声
化
、

２
０
０
３
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
て
視
覚
障
害
者
個
人
へ
の

デ
ー
タ
提
供
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
点
字
情
報
誌
「
点
字
日
本
」・

音
声
情
報
誌
「
日
盲
連
ア
ワ
ー
」：

日
盲
連
の
活
動
状
況
や
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
行
事
の
ご
案
内
、
そ
の
他
福

祉
関
係
情
報
、
関
係
資
料
等
を
幅
広

く
掲
載
。

（
３
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
音
声
情

報
誌
「
日
盲
連　

声
の
ひ
ろ
ば
」：

お
役
立
ち
ト
ピ
ッ
ク
や
、
娯
楽
・
趣

味
と
い
っ
た
視
覚
障
害
者
を
含
め
た

多
く
の
方
々
の
生
活
を
豊
か
に
す

る
話
題
な
ど
、
ゲ
ス
ト
の
『
声
』

を
交
え
て
紹
介
す
る
毎
月
発
行
の

W
eb

情
報
誌
。

（
４
）
墨
字
機
関
誌
「
愛
盲
時
報
」：

本
連
合
の
活
動
状
況
を
中
心
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
情
報
を
掲
載
。

本
連
合
で
は
、
見
え
方
や
利
用

の
し
や
す
さ
に
つ
い
て
視
覚
障
害

者
の
個
々
の
状
態
に
あ
っ
た
も
の

を
選
べ
る
よ
う
、
複
数
の
媒
体
で

提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
墨
字

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
画

像
も
含
め
た
媒
体
で
の
提
供
も
行

う
こ
と
で
、
視
覚
障
害
者
も
含
め

た
多
く
の
方
々
に
共
通
の
情
報
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
、
１

つ
の
情
報
が
提
供
さ
れ
た
と
き
に
、

健
常
者
だ
け
が
、
あ
る
い
は
視
覚
障

害
者
だ
け
が
入
手
で
き
る
の
で
は
な

く
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
形
で

の
提
供
方
法
が
複
数
存
在
す
べ
き
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
今
、
情
報
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
本
連
合
で
は
、
今
後
も
選
択

で
き
る
媒
体
で
の
情
報
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

日本盲人会連合で発行している点字・音声・墨字の刊行物
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日本点字図書館が発行している媒体
（社福）日本点字図書館　伊

い と う

藤宜
のぶざね

真

日
本
点
字
図
書
館
の
あ
ら
ま
し

当
館
は
昭
和
15
年
に
創
立
。
点

字
図
書
約
２
万
１
５
０
０
タ
イ
ト

ル
、
録
音
図
書
約
１
万
７
３
０
０
タ

イ
ト
ル
を
有
す
る
わ
が
国
最
大
の
点

字
図
書
館
で
、
利
用
登
録
者
は
約

１
万
３
０
０
０
人
に
上
り
ま
す
。
ま

た
視
覚
障
害
者
生
活
用
具
事
業
、
自

立
支
援
事
業
、
ふ
れ
る
博
物
館
な
ど

を
展
開
し
、
視
覚
障
害
者
の
豊
か
な

生
活
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。
近
年
で
は
厚
生
労
働
省
か
ら

の
補
助
金
に
よ
り
、
ネ
ッ
ト
上
の
点

字
図
書
館｢

サ
ピ
エ
図
書
館｣

の
シ

ス
テ
ム
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

日
本
点
字
図
書
館
が
発
行
し
て
い
る

媒
体実

は
全
国
に
32
万
人
い
る
視
覚
障

害
者
の
中
で
、
点
字
が
読
め
る
方
は

約
一
割
で
す
。
で
す
の
で
、
当
館
の

発
行
物
は
点
字
だ
け
で
な
く
録
音
物

や
墨
字
（
目
で
読
む
文
字
）、
ま
た

昨
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
利
用
し
て
い
る
視
覚
障
害
者
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
使
っ

た
情
報
発
信
も
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
は

具
体
的
に
は
、
新
し
く
蔵
書
と
し

て
受
け
入
れ
た
点
字
図
書
・
録
音
図

書
の
新
刊
案
内
を
主
な
内
容
と
し
た

「
に
っ
て
ん
ブ
レ
イ
ル
」（
点
字
、
年

間
１
５
０
０
部
）、「
に
っ
て
ん
ボ
イ

ス
」（
点
字
、
録
音
、
墨
字
、
サ
ピ

エ
図
書
館
、年
間
４
１
０
０
部
）
は
、

毎
月
交
代
（
隔
月
刊
）
で
発
行
し
て

お
り
ま
す
。

月
刊
録
音
雑
誌｢

に
っ
て
ん
デ
イ

ジ
ー
マ
ガ
ジ
ン｣

（
録
音
、
サ
ピ
エ

図
書
館
）
は
、
毎
号
30
時
間
以
上
の

内
容
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中

に
は
月
刊
『
文
藝
春
秋
』
全
文
や
、

東
洋
医
学
関
係
情
報
、
生
活
関
連
情

報
、
本
の
情
報
ま
た
当
館
か
ら
の
お

し
ら
せ
な
ど
を
収
録
し
て
お
り
、
個

人
利
用
者
６
０
０
０
人
以
上
、
団
体

２
５
０
か
所
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
サ
ピ
エ
図
書
館
に
も
ア
ッ
プ
し

て
お
り
、
視
覚
障
害
関
係
で
は
最
も

多
く
の
人
に
読
ま
れ
て
い
る
情
報
媒

体
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

一
方
、
用
具
事
業
で
は
新
製
品
や

体
験
会
、イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
に
、メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
駆
使
し
た
広
報
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
会
員
は

４
３
０
０
名
に
上
っ
て
い
ま
す
。

広
い
広
報
活
動
は

当
館
は
、
社
会
の
各
方
面
か
ら
の

ご
支
援
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
方
た
ち
へ
の
事
業
報
告
を
兼
ね

て
、｢

に
っ
て
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

（
墨

字
）
と
い
う
Ａ
５
判
の
小
冊
子
を
季

刊
で
発
行
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
当

館
の
事
業
あ
る
い
は
関
連
す
る
事
柄

の
紹
介
、イ
ベ
ン
ト
の
予
告
と
報
告
、

利
用
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
声
、
用

具
の
新
製
品
紹
介
な
ど
で
す
。
送
付

先
は
関
係
官
公
庁
、
助
成
団
体
、
ご

支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る
企
業
、
ご
寄

付
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
な
ど

で
、
毎
号
約
６
０
０
０
部
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

不
特
定
の
方
に
は
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し

て
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。
旬

の
情
報
を
発
信
す
る
ツ
イ
ッ
タ
ー

は
昨
年
度
６
０
０
件
の
発
信
を
行

い
、
３
０
０
０
名
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
毎
月
の
定
期
更
新
の
他
、

随
時
更
新
を
行
な
い
、
常
に
新
し
い

情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
昨
年
度
の
訪
問
者
数
は

68
万
件
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と

は
、
視
覚
障
害
者
が
音
声
読
み
上
げ

ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
ア
ク
セ
ス
し
て

い
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
で
す
。

漢
字
の
表
記
で
は
誤
読
し
な
い
よ
う

に
、
た
と
え
ば｢

貸
出｣

は｢

貸
し

出
し｣

、｢

行
お
こ
な

っ
て｣

は｢

行
な
っ

て｣

と
い
う
よ
う
に
表
記
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
画
像
に
つ
い
て
も
オ
ル

ト
属
性
で
代
替
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
説

明
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

にってんデイジーマガジン
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毎
日
新
聞
社
が
発
行
す
る
週
刊
の

点
字
新
聞
「
点
字
毎
日
」
は
、
視
覚

障
害
者
の
間
で
「
て
ん
ま
い
」
の
愛

称
で
長
く
親
し
ま
れ
て
き
た
。
創
刊

し
た
の
は
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
。

ラ
ジ
オ
放
送
も
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な

か
っ
た
時
代
の
こ
と
だ
。「
発
刊
の

こ
と
ば
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
文

が
あ
る
。

「
失
明
者
に
対
し
て
自
ら
読
み
得

る
新
聞
を
提
供
し
、
本
社
発
行
の
各

種
の
新
聞
と
あ
い
ま
ち
て
、
新
聞
の

文
化
的
使
命
を
徹
底
せ
し
め
ん
と
す

る
に
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
」

当
時
の
大
阪
毎
日
新
聞
社
が
、
点

字
と
い
う
手
段
を
用
い
て
目
の
見
え

な
い
人
に
も
新
聞
購
読
の
機
会
を
提

供
し
た
の
は
、今
で
い
う「
共
用
サ
ー

ビ
ス
」
に
連
な
る
、
先
駆
的
な
取
り

組
み
の
一
つ
と
言
え
る
。

初
代
の
編
集
長
で
あ
る
全
盲
の

中な
か
む
ら村

京き
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
は
、
無
料
配
布
を
考
え

た
社
の
上
層
部
に
対
し
「
た
と
え
１

銭
で
も
５
銭
で
も
読
者
か
ら
は
取
る

べ
き
だ
。点
字
新
聞
発
行
の
目
的
は
、

社
会
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
独
立
し
た
盲

人
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
る
」
と
強
く

迫
っ
た
と
い
う
逸
話
が
残
っ
て
い
る
。

購
読
し
て
も
ら
っ
て
い
る
読
者
へ
の

責
任
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
97
年
が

経
っ
た
今
も
変
わ
ら
ず
発
行
し
て
い

る
の
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
。

点
字
毎
日
の
紙
面
内
容
は
、
一
般

紙
で
あ
る
毎
日
新
聞
の
内
容
を
点
字

に
そ
の
ま
ま
訳
し
た
も
の
で
は
な
い
。

独
自
の
編
集
部
で
取
材
・
編
集
に
当

た
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
視
覚
障
害
者

に
向
け
た
「
専
用
品
」「
専
門
紙
」
で

あ
る
。
あ
る
い
は
、
新
聞
に
は
全
国

共
通
の
紙
面
と
共
に
地
域
面
が
あ
る

よ
う
に
、
読
者
に
よ
り
密
接
な
情
報

を
届
け
る
役
割
を
担
っ
て
き
た
。「
共

用
品
」
と
は
反
対
の
位
置
づ
け
だ
。

か
つ
て
は
点
字
版
し
か
な
か
っ
た

媒
体
は
今
、
活
字
版
、
音
声
版
、
点

字
デ
ー
タ
版
と
多
様
化
し
て
お
り
、

毎
日
新
聞
の
サ
イ
ト
で
も
一
部
の
記

事
が
読
め
る
。

折
し
も
、
先
の
通
常
国
会
で
「
読

書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
が
議
員
立
法

で
成
立
し
た
。
そ
こ
で
は
「
障
害
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
国
民
が

等
し
く
読
書
を
通
じ
て
文
字
・
活
字

文
化
の
恵
沢
を
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
」
と
い
う
理
念
が

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
既
に
一
定

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
自
負
し

て
い
る
。

と
は
い
え
、
視
覚
障
害
者
へ
の
情

報
保
障
と
い
う
福
祉
的
な
側
面
と
、

商
業
ベ
ー
ス
で
の
情
報
発
信
の
垣
根

が
、
今
日
の
技
術
を
使
え
ば
容
易
に

乗
り
越
え
ら
れ
、
あ
い
ま
い
に
な
る

中
、
立
ち
位
置
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
感
覚
を
し
ば

ら
く
抱
い
て
き
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
情

報
支
援
が
盛
ん
な
視
覚

障
害
者
を
取
り
巻
く

環
境
で
は
、
情
報
に
お

金
を
払
っ
て
も
ら
う
と

い
う
の
が
な
じ
め
な
く

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

ち
ょ
う
ど
、
ス
マ
ホ

一
つ
で
多
く
の
人
が

ネ
ッ
ト
の
世
界
に
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し

て
い
る
今
日
、
真
に
価

値
あ
る
情
報
を
生
み
出

し
、
無
限
と
も
思
わ
れ

る
数
の
中
か
ら
そ
れ
を

選
ん
で
も
ら
っ
て
対
価
を
得
よ
う

と
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
る

昨
今
の
メ
デ
ィ
ア
業
界
と
似
た
よ
う

な
構
図
に
あ
る
と
い
え
ま
い
か
。

や
が
て
折
り
合
い
が
つ
く
こ
と
を

願
い
つ
つ
、
当
面
、
創
刊
１
０
０
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
歩
み
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

点字の新聞、『点字毎日』
毎日新聞社点字毎日編集部　濱

は ま い

井良
よしふみ

文

「点字毎日」の各媒体
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（
一
財
）
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
に
つ

い
て当

連
盟
は
、
全
国
47
都
道
府
県
に

傘
下
団
体
を
要
す
る
全
国
唯
一
の
ろ

う
者
の
当
事
者
団
体
で
す
。

ろ
う
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
文
化

水
準
の
向
上
を
図
り
、
そ
の
福
祉
増

進
の
た
め
、
言
語
で
あ
る
手
話
の
普

及
と
ろ
う
者
に
対
す
る
理
解
啓
発
を

含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

情
報
発
信
媒
体
に
つ
い
て

き
こ
え
な
い
人
々
の
た
め
の

ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
し
て
「
日
本
聴
力
障

害
新
聞
」
を
毎
月
発
行
し
て
い
ま

す
（
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
12
頁
）。
当
連

盟
と
同
様
、
70
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
、
国
内
外
の
ろ
う
者
や
難
聴
者
、

手
話
に
関
す
る
記
事
、
連
盟
の
活
動

に
関
連
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を

伝
え
て
い
ま
す
。
あ
る
時
は
差
別
や

人
権
侵
害
の
事
実
を
掘
り
起
こ
し
、

当
事
者
で
し
か
語
れ
な
い
視
点
で
問

題
提
起
す
る
こ
と
で
、
紙
面
を
通
じ

て
き
こ
え
な
い
人
々
へ
の
理
解
を
読

者
・
市
民
に
広
げ
、
よ
り
よ
い
社
会

を
目
指
す
一
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

本
年
７
月
号
か
ら
は
Ａ
Ｒ
動
画
を
導

入
し
、
手
話
言
語
で
掲
載
内
容
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
試
み
を
始
め
ま
し

た
。ま

た
、
季
刊
誌
と
し
て
「
季
刊
み

み
」を
年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す（
Ｂ

５
冊
子
88
頁
）。

「
日
本
聴
力
障
害
新
聞
」
で
伝
え
た

記
事
を
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
た
特

集
、
連
載
記
事
、
対
談
な
ど
、
じ
っ

く
り
と
読
み
応
え
の
あ
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

旬
な
話
題
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
写
真
ニ
ュ
ー
ス
」
等
を
掲
載
し
ま

す
。
当
連
盟
の
今
の
動
き
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
利
用
し
た
情
報
発
信
も
行
っ

て
お
り
、Facebook
、Tw

itter

、

LIN
E@

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
特

にLIN
E@

で
は
、
当
連
盟
か
ら

発
行
す
る
書
籍
の
情
報
や
、
会
員

以
外
の
一
般
参
加
が
可
能
な
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な

募
集
な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

総
じ
て
視
覚
的
な
読
み
や
す
さ

を
重
視
し
て
お
り
、
注
目
し
て
ほ

し
い
話
題
に
は
手
話
動
画
の
配
信
も

行
っ
て
い
ま
す
。

手
話
言
語
関
連
の
書
籍

手
話
言
語
や
ろ
う
者
を
め
ぐ
る
諸

問
題
を
、
手
話
言
語
を
学
ぶ
人
や
一

般
の
人
た
ち
に
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
う
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
出

版
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
わ
た
し
た
ち
の
手
話
』
シ
リ
ー

ズ
は
、
１
９
６
９
年
に
第
１
巻
を
発

行
以
来
、
ろ
う
者
の
日
常
生
活
に
用

い
ら
れ
て
い
る
手
話
言
語
を
描
き
、

広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
手

話
研
究
所
で
決
定
さ
れ
る
新
し
い
手

話
を
、
そ
の
中
か
ら
厳
選
し
、
毎
年

１
冊
に
ま
と
め
発
行
し
て
い
ま
す
。

手
話
言
語
初
心
者
の
た
め
の
『
は

じ
め
て
出
会
う
手
話
』
や
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
た
『
使
え
る
！
ス
ポ
ー
ツ
手
話
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
』
も
人
気
で
す
。

ろ
う
者
の
差
別
事
例
と
そ
の
対
応

方
法
を
ま
と
め
た
『
手
話
で
Ｇ
Ｏ
！

Ｇ
Ｏ
！
合
理
的
配
慮
～
障
害
者
差
別

解
消
法
で
や
る
べ
き
こ
と
を
考
え
る

～
』
は
、
ろ
う
者
の
特
性
や
不
便
さ

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、
き
こ
え
る

人
も
き
こ
え
な
い
人
も
と
も
に
学
べ

る
実
践
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

【  https://w
w

w
.jfd.or.jp/  

】

全日本ろうあ連盟の情報発信について
（一財）全日本ろうあ連盟  事務局長　久

ひさまつ

松三
み つ じ

二

『手話で GO!GO! 合理的配慮～障害者差別解消法で
やるべきことを考える～』（900 円＋税）

日本聴力障害新聞・季刊みみ
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全
難
聴
は
中
途
失
聴
者
、
難
聴
者

の
全
国
組
織
で
す
。
全
難
聴
が
発
行

す
る
「
難
聴
者
の
明
日
」
は
年
４
回

の
発
行
で
、
本
部
や
加
盟
協
会
の
活

動
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
購
読
し
て
い
る
会
員
し
か
情
報

が
得
ら
れ
な
い
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
欠
点
を
補
う
べ
く
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
最
近
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

内
容
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
会
員

以
外
の
一
般
の
人
た
ち
も
気
軽
に
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
本
部
の
様

子
が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
６
月
に
全
難
聴
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）が
始
ま
り
ま
し

た
。
本
部
か
ら
の
情
報
が
よ
り
簡
単

に
伝
わ
る
よ
う
に
な
り
、
全
難
聴
を

身
近
に
感
じ
た
会
員
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
公
式
ラ
イ
ン
を
始
め

て
最
初
の
日
の
登
録
者
が
十
数
名
だ
っ

た
の
が
、
公
開
し
て
１
週
間
経
た
な
い

う
ち
に
登
録
件
数
が
１
０
０
名
を
超

え
た
そ
う
で
、
情
報
獲
得
手
段
を
知
っ

て
い
る
人
が
多
い
こ
と
と
普
及
の
速
さ

に
驚
き
を
感
じ
ま
す
。
情
報
通
信
技

術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
進
展
で
、
中
途
失
聴

者
、
難
聴
者
は
ネ
ッ
ト
の
恩
恵
を
大
き

く
得
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

各
地
の
協
会
や
要
約
筆
記
サ
ー
ク

ル
、
聴
覚
障
害
福
祉
関
係
の
行
政
団

体
事
業
体
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
情
報

を
検
索
、
獲
得
、
共
有
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
中
途
失
聴
者
、
難
聴
者

に
と
っ
て
は
、
音
声
よ
り
も
視
覚
情

報
の
方
が
確
実
で
す
。
一
昔
前
ま
で

は
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
書
籍
な
ど
が
私

た
ち
の
主
要
な
情
報
獲
得
手
段
で
し

た
が
、今
で
は
ネ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
情
報
が
手
に
入

り
や
す
く
な
り
、
選
択
肢
も
増
え
て

き
ま
し
た
。

全
難
聴
が
現
在
、
力
を
入
れ
て
い

る
の
は
、
自
動
音
声
認
識
に
よ
る
文

字
付
き
電
話
の
実
証
実
験
で
す
。
聴

覚
障
害
者
に
と
っ
て
電
話
は
使
い
に

く
く
不
便
で
す
。
日
本
語
を
話
せ
る

聴
覚
障
害
者
の
場
合
、
自
分
が
話
し

て
相
手
の
声
を
文
字
で
見
る
仕
組
み

が
あ
れ
ば
、
生
活
で
困
る
こ
と
が
少

な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
か

な
か
っ
た
十
数
年
前
と
比
べ
、
は
る

か
に
便
利
な
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
は
進
化
し
つ
つ
あ

る
デ
ジ
タ
ル
機
器
へ
の
対
応
に
追
い
つ

け
ず
、
取
り
残
さ
れ
る
難
聴
者
も
少

な
か
ら
ず
い
ま
す
。

私
の
地
元
香
川
の
協
会
で
は
、
会

員
の
半
分
が
高
齢
者
で
、
今
で
も
携

帯
を
持
た
な
い
人
が
何
人
か
い
ま
す
。

会
の
行
事
案
内
を
す
る
に
は
ラ
イ
ン

が
便
利
で
す
が
、
携
帯
を
持
た
な
い
、

使
い
慣
れ
て
い
な
い
会
員
に
と
っ
て
Ｆ

Ａ
Ｘ
が
唯
一
の
手
段
な
の
で
、
会
員
間

に
情
報
量
の
差
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と

が
悩
み
で
す
。

い
き
お
い
携
帯
に
慣
れ
な
い
難
聴

者
に
は
、
家
族
の
支
援
が
欠
か
せ
な

く
な
る
こ
と
が
、
自
主
的
な
社
会
参

加
へ
の
障
害
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

人
生
半
ば
に
し
て
難
聴
に
な
っ
た

人
は
、
難
聴
年
齢
が
遅
い
ほ
ど
、
一

般
社
会
へ
の
適
応
が
困
難
に
な
り
が

ち
で
す
。
情
報
通
信
手
段
を
知
っ
て

い
る
人
は
、
情
報
を
多
く
集
め
ら
れ

る
の
で
、
自
分
で
社
会
参
加
す
る
方

法
を
選
択
・
判
断
し
や
す
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

そ
う
い
う
訳
で
、
デ
ジ
タ
ル
機
器

に
慣
れ
な
く
て
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

う
難
聴
者
へ
の
対
応
を
考
え
る
の
は

各
加
盟
協
会
単
独
で
は
難
し
い
の

で
、
全
難
聴
や
行
政
、
関
係
団
体
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
情
報
社
会
に
う

ま
く
適
応
し
て
い
く
方
法
を
、
皆
で

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
松
市
で
は
今
春
、「
手
話
言
語

及
び
障
害
の
あ
る
人
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
関
す
る
条
例
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に「
情

報
通
信
機
器
の
利
用
」
と
い
う
言
葉

が
全
国
で
初
め
て
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

の
中
で
、
情
報
通
信
機
器
を
上
手
に

利
用
す
る
こ
と
が
、
様
々
な
障
害
を

越
え
て
共
生
社
会
を
目
指
す
近
道
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

共生社会の実現を伝える媒体
（一社）全日本難聴者・中途失聴者団体連合会（全難聴）　常務理事　湯

ゆ あ さ

浅はるみ

全難聴ホームページ
https://www.zennancho.or.jp/
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「
シ
ル
バ
ー
産
業
新
聞
」
は

１
９
９
６
年
に
創
刊
し
、
お
も
に
高

齢
者
介
護
の
仕
事
に
携
わ
る
方
々
へ

向
け
た
専
門
紙
で
す
。
居
宅
介
護
支

援
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
や
訪
問
介

護
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・
施
設
を
は
じ

め
、
福
祉
機
器
メ
ー
カ
ー
、
医
療
機

関
、
行
政
な
ど
、
幅
広
い
方
々
に
ご

愛
読
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

紙
面
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
動

き
や
介
護
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
新
動

向
、
現
場
で
の
取
り
組
み
、
福
祉
用

具
・
共
用
品
を
は
じ
め
と
し
た
高
齢
・

障
が
い
者
に
配
慮
さ
れ
た
サ
ー
ビ

ス
・
商
品
の
紹
介
な
ど
、
幅
広
く
採

り
上
げ
て
い
ま
す
。
共
用
品
推
進
機

構
の
星
川
専
務
理
事
に
も
、
２
カ
月

に
１
回
、連
載
「
わ
た
し
は
共
用
品
」

を
ご
執
筆
い
た
だ
き
、
数
々
あ
る
共

用
品
の
成
り
立
ち
や
考
え
方
、
最
新

情
報
な
ど
を
お
伝
え
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

介
護
分
野
で
の
共
生
社
会
づ
く
り

国
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
は

じ
め
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

最
後
ま
で
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
様
々
な
課
題
に
対

し
包
括
的
に
対
処
し
て
い
く
「
地
域

共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
介
護
保
険
で
は

２
０
１
８
年
度
の
見
直
し
で
、
障
害

福
祉
と
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
一

体
的
に
提
供
す
る
「
共
生
型
サ
ー
ビ

ス
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
た
人
が
65
歳
に
な
る
と
、
介
護
保

険
が
優
先
適
用
さ
れ
る
た
め
、
慣
れ

親
し
ん
だ
事
業
所
が
変
わ
っ
て
し
ま

う
と
い
う
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、

訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
短
期
入
所

生
活
介
護
で
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
共
用
品
は
も
ち
ろ
ん
、
車
い

す
や
特
殊
寝
台
、
手
す
り
な
ど
の
福

祉
用
具
は
、
不
便
さ
を
解
消
し
た
り

不
自
由
に
な
っ
た
生
活
動
作
を
助
け

る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
「
そ
の
人
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
」
こ
と
を

支
援
す
る
と
い
う
意
味
で
、
す
で
に

共
生
社
会
を
支
え
る
重
要
な
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。

自
立
支
援
支
え
る
福
祉
用
具

介
護
保
険
の
見
直
し
で
は
、
高
齢

者
の
「
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
」

が
テ
ー
マ
の
一
つ
に
掲
げ
ら
れ
て
お

り
、
本
紙
で
は
、
福
祉
用
具
が
果
た

す
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
の
役
割

に
つ
い
て
も
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。

業
界
団
体
の
日
本
福
祉
用
具
供
給
協

会
が
、
介
護
保
険
の
福
祉
用
具
レ
ン

タ
ル
利
用
者
３
０
０
０
人
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
福
祉
用
具
の
活
用
に
よ

り
、
新
規
利
用
者
で
は
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
向

上
が
見
ら
れ
る
割
合
が
高
く
な
り
、

継
続
的
に
利
用
す
る
人
で
は
、
移
動

や
入
浴
、
排
泄
な
ど
の
日
常
生
活
で

活
動
性
が
維
持
さ
れ
、
心
身
状
況
の

悪
化
を
防
ぎ
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
維
持
さ
れ

る
と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
人
の
身
体
状
況
や
住
環
境
に

合
っ
た
福
祉
用
具
を
、
早
め
に
導
入

し
て
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
で
、「
今

で
き
る
こ
と
」
を
で
き
る
だ
け
長
く

「
で
き
る
よ
う
に
し
続
け
る
」
こ
と

で
、
重
度
化
の
防
止
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

共
生
社
会
の
一
翼
担
う
介
護

福
祉
用
具
だ
け
で
な
く
、
様
々
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
も
「
そ
の
人
ら
し
い

暮
ら
し
」
を
支
え
て
い
ま
す
。
18
年

度
の
制
度
改
正
で
訪
問
介
護
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
規
定
す
る
国
の

通
知
が
見
直
さ
れ
、「
自
立
生
活
支

援
の
た
め
の
見
守
り
的
援
助
」
と
し

て
、
身
体
介
護
で
食
事
や
服
薬
、
掃

除
や
ゴ
ミ
出
し
、
調
理
な
ど
様
々
な

生
活
行
為
を
自
ら
行
え
る
よ
う
見
守

り
つ
つ
援
助
す
る
考
え
方
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
全
国

で
日
々
多
く
の
人
た
ち
が
携
わ
り
、

「
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
最
期
ま
で
」

を
支
え
な
が
ら
、
共
生
社
会
の
実
現

へ
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

「その人らしい暮らし」支える介護・福祉用具を伝える　～シルバー産業新聞～
シルバー産業新聞社　村

むらおか

岡 諭
さとし

シルバー産業新聞
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月刊『福祉介護テクノプラス』
日本工業出版株式会社　山

やまぐち

口 康
やすし

ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分
の
可
能
性
を

発
揮
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て

月
刊『
福
祉
介
護
テ
ク
ノ
プ
ラ
ス
』

は
２
０
０
８
年
の
創
刊
以
来
、
高
齢

者
・
障
害
者
の
方
々
が
適
切
な
ケ
ア

を
受
け
る
こ
と
で
、
誰
も
が
自
分
の

可
能
性
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現

に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

掲
載
原
稿
は
当
誌
編
集
委
員
会
に

て
協
議
・
決
定
し
て
い
ま
す
。
編
集

委
員
長
に
福
祉
技
術
研
究
所 
市い
ち
か
わ川

洌
き
よ
し

氏
。
編
集
委
員
と
し
て
、
国
立

障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
研
究
所 

井い
の
う
え上
剛た
け
の
ぶ伸
氏
、
バ

リ
オ
ン 

介
護
環
境
研
究
所 

金か
な
ざ
わ沢

善よ
し
の
り智

氏
、
西
片
医
療
福
祉
研
究
会 

山や
ま
だ田
美み

よ

こ
代
子
氏
、
介
護
支
援
専
門
員 

小こ
じ
ま島
操
み
さ
お

氏
ほ
か
の
福
祉
関
連
業
界

で
活
躍
す
る
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
活
発
な
議
論
を
経
て
、
毎
号
次

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
福
祉
・
介
護
に
関

す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

［
提
言
・
巻
頭
言
］

福
祉
・
介
護
に
携
わ
る
有
識
者
の

取
り
組
み
、
研
究
、
ケ
ア
に
関
す

る
意
見
・
提
言
。

［
特
集
］

毎
号
、
特
集
テ
ー
マ
を
設
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
高
齢
者
・
障

害
者
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
の

情
報
・
研
究
成
果
・
支
援
論
・
福

祉
用
具
関
連
情
報
な
ど
を
紹
介
。

［
連
載
・
コ
ラ
ム
］

知
識
と
経
験
を
あ
わ
せ
も
つ
多
彩

な
執
筆
陣
に
よ
る
福
祉
介
護
に
関

す
る
連
載
・
コ
ラ
ム
。

［
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
］

福
祉
介
護
分
野
の
社
会
状
況
・
制

度
・
製
品
等
へ
の
提
言
・
提
案
・

現
場
の
声
な
ど
。

［
製
品
紹
介
］

福
祉
用
具
の
注
目
製
品
紹
介
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
福
祉
用
具

当
誌
の
大
き
な
柱
と
し
て
福
祉
用

具
・
機
器
の
推
進
が
あ
り

ま
す
。そ
れ
は
身
体
状
況
、

環
境
や
生
活
目
標
な
ど

が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
高

齢
者
・
障
害
者
の
ケ
ア
に

お
い
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
も
の
が
福

祉
用
具
・
機
器
で
あ
る
と
い
う
認
識

か
ら
き
て
い
ま
す
。
福
祉
用
具
・
機

器
を
適
切
に
選
び
、
正
し
い
使
い
方

を
す
る
こ
と
が
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に

合
わ
せ
た
ケ
ア
の
第
一
歩
で
あ
り
、

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

当
誌
で
は
ベ
ッ
ド
・
移
乗
用
具
・

リ
フ
ト
・
車
い
す
・
歩
行
補
助
用
具
・

入
浴
機
器
・
そ
の
他
各
種
福
祉
用
具

の
適
切
な
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
編
集
委
員

長 

市
川
洌
氏
執
筆
の
、

福
祉
用
具
の
選
び
方
・

使
い
方
を
総
括
す
る
書

籍
『
ひ
と
り
ひ
と
り
の

福
祉
用
具
―
福
祉
用
具

支
援
概
論
―
』
も
発
行

し
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
人
が
使
え
る
モ
ノ
・

サ
ー
ビ
ス

共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

は
、
当
誌
の
編
集
方
針
と
も
合
致
し

て
お
り
、
積
極
的
に
関
連
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
特
に
共
用
品
推
進

機
構 

専
務
理
事 

星
川
安
之
氏
の
連

載「
よ
り
多
く
の
人
が
使
え
る
モ
ノ
・

サ
ー
ビ
ス
」
は
最
新
号
で
第
１
１
６

回
を
迎
え
、こ
れ
ま
で
数
多
く
の「
身

体
的
な
特
性
や
障
害
に
か
か
わ
り
な

く
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
共
に
利
用

し
や
す
い
製
品
・
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
」

を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在

も
好
評
連
載
中
で
す
。

今
後
も
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に

共
用
品
・
共
用
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『福祉介護テクノプラス』

『ひとりひとりの福祉用具
―福祉用具支援概論―』
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一
般
的
情
報
の
伝
え
方
を
整
理
し

（
１
～
３
）、
次
に
不
便
さ
の
あ
る
人
の

場
合
を
考
え
る（
４
～
５
）。「
伝
え
る
」

に
「
受
け
取
る
」
も
含
め
て
考
え
る
。

▼
１
．
情
報
を
伝
え
る
目
的

第
１
は
、
自
分
の
た
め
に
事
実
や
知

識
を
得
た
り
、
記
録
・
表
現
す
る
（
自

動
詞
的
、
Ⅰ
型
）。
第
２
は
、
特
定
の

相
手
と
情
報
や
意
見
を
や
り
取
り
す
る

（
相
対
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
Ⅱ

型
）。
第
３
は
、
Ⅱ
型
の
先
で
相
手
に

働
き
か
け
る
（
他
動
詞
的
、
Ⅲ
型
）。

第
４
は
、
不
特
定
の
相
手
に
情
報
を
発

信
・
拡
散
し
て
、
社
会
の
受
け
止
め
を

つ
く
る
（
世
論
形
成
、
Ⅳ
型
）。

▼
２
．
情
報
を
伝
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

熱
の
伝
わ
り
方
に
例
え
る
と
、
第
１

は
、
媒
介
な
く
伝
え
る
（
熱
伝
導
、
Ａ

型
）。
そ
れ
に
は
、
送
り
手
と
受
け
手

が
直
接
接
し
、
受
け
手
は
受
け
取
っ
た

情
報
や
熱
量
に
呼
応
す
る
必
要
が
あ

る
。
第
２
は
、
送
り
手
と
受
け
手
を
媒

介
す
る
も
の
（
媒
体
）
を
通
じ
て
伝
え

る
（
対
流
、
Ｂ
型
）。
そ
れ
に
は
、
伝

え
る
も
の
（
情
報
）
が
、
媒
体
の
性

格
に
合
わ
せ
て
受
け
渡
し
で
き
る
形
に

な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、

熱
は
分
子
の
振
動
に
、
知
識
は
文
字
情

報
に
翻
訳
す
る
必
要
が
あ
る
。第
３
は
、

媒
体
が
な
く
て
も
空
間
を
伝
わ
る
（
ふ

く
射
、
Ｃ
型
）。
宇
宙
空
間
は
真
空
で

あ
る
（
媒
体
が
な
い
）
が
、エ
ネ
ル
ギ
ー

は
電
磁
波
で
地
球
に
届
く
。

▼
３
．
媒
体

媒
体
は
Ｂ
型
（
２
参
照
）
で
用
い
る
。

熱
を
伝
え
る
媒
体
は
流
体
（
液
体
や
空

気
）
で
あ
り
、
比
重
の
違
い
で
自
然
に

混
ざ
る
（
水
の
沸
騰
〈
自
然
対
流
〉）、

力
を
か
け
て
動
か
す
（
扇
子
〈
強
制
対

流
〉）
が
あ
る
。
環
境
問
題
で
は
発
生

源
の
汚
染
・
媒
体
（
メ
デ
ィ
ア
＝
大
気
、

水
、
土
壌
）
の
汚
染
・
受
け
手
の
対
策

と
い
う
体
系
だ
。

い
ず
れ
も
、
伝
え
る
も
の
に
合
わ
せ

て
媒
体
を
選
び
、
媒
体
が
伝
え
る
こ
と

全
体
の
効
率
を
決
め
る
。

情
報
を
伝
え
る
場
合
も
、
同
じ
枠
組

で
考
え
ら
れ
る
。
情
報
に
は
事
実
や
知

識
（
狭
義
）
か
ら
感
覚
ま
で
幅
が
あ
り
、

伝
え
る
目
的
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

そ
の
目
的
（
Ⅰ
～
Ⅲ
）
と
メ
カ
ニ
ズ
ム

（
Ａ
～
Ｃ
）
の
組
合
せ
に
な
る
。

▼
４
．
障
害
の
あ
る
人
に
伝
え
る

障
害
の
あ
る
人
に
情
報
を
伝
え
る
こ

と
は
、
障
害
の
な
い
人
に
伝
え
る
の
と

共
通
（
Ｘ
）
の
要
素
と
、
障
害
の
あ
る

人
に
特
有
（
Ｙ
）
の
こ
と
が
あ
る
。
Ｙ

は
さ
ら
に
、
情
報
の
授
受
の
不
便
さ
を

補
う
（
Ｙ
１
）
こ
と
と
、
伝
え
る
内
容

や
意
義
が
特
別
な
場
合（
Ｙ
２
）が
あ
る
。

Ｘ
に
用
い
る
媒
体
は
、
一
般
と
共
通

（
共
用
）
で
あ
る
。
活
字
（
Ⅰ
Ａ
〈
記
号

は
１
と
２
を
参
照
〉）、
案
内
画
像
（
Ⅲ

Ｂ
）、案
内
所
（
Ⅲ
Ａ
）
や
、凸
記
号
（
Ⅲ

Ａ
）、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
（
Ⅲ
Ｂ
）
と
い
っ

た
共
用
品
な
ど
。

Ｙ
１
に
は
、
情
報
補
償
の
た
め
の
専

用
の
手
法
や
補
装
具
が
あ
る
。ル
ビ（
Ⅰ

Ａ
）、
音
声
読
上
装
置
（
Ⅰ
Ａ
）、
点
字

図
書
（
Ⅰ
Ｂ
）、
指
点
字
（
Ⅱ
Ａ
）、
意

思
伝
達
装
置
（
Ⅱ
Ｂ
）、
触
地
図
（
Ⅲ

Ａ
）
な
ど
、
Ｙ
２
に
は
、
不
便
さ
の
あ

る
人
ど
う
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く

る
、
言
語
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
主
張

す
る
、
専
用
の
情
報
提
供
な
ど
、
情
報

伝
達
の
先
の
社
会
的
意
味
を
も
つ
も
の

が
あ
る
。
点
字
新
聞（
Ⅲ
Ａ
）、手
話（
Ⅱ

Ａ
）、障
害
者
向
け
求
人
サ
イ
ト（
Ⅲ
Ｂ
）

な
ど
で
あ
る
。

▼
５
．
大
き
い
流
れ
と
共
用
の
意
義

こ
れ
ま
で
の
変
化
は
、
①
一
部
の
接

遇
の
水
準
の
高
い
と
こ
ろ
が
先
駆
的
に

対
応
し
て
い
た
（
例
：
テ
ー
マ
パ
ー
ク
）

（
～
１
９
９
０
年
代
前
半
）、
②
企
業
や

社
会
の
関
心
が
拡
が
り
、
法
（
例
：
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
）
の
整
備
も
あ
っ
て
、

媒
体
の
種
類
や
活
用
が
拡
が
っ
た（
例
：

一
般
商
品
の
表
示
や
仕
様
、
公
共
空
間

や
交
通
）（
90
年
代
後
半
～
）、
③
障
害

者
施
策
（
例
：
国
連
障
害
者
権
利
条
約
、

障
害
者
差
別
解
消
法
）
や
社
会
の
要
請

（
例
：
訪
日
外
国
人
の
増
加
、東
京
オ
リ
・

パ
ラ
）
に
よ
っ
て
加
速
（
２
０
１
０
年

頃
～
）、
と
い
う
動
き
で
進
ん
で
い
る
。

ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
個
人
と
情
報

（
例
：
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）、
個
人
と
社
会
、
社
会

の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
ハ
ン
デ
が
改
善
す
る
一
方
、

格
差
を
拡
げ
る
側
面
も
あ
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ

が
普
及
す
る
と
一
層
拡
大
し
よ
う
。

共
用
品
の
取
組
み
は
、
①
～
②
で
は

先
駆
的
に
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
と

普
及
を
進
め
て
社
会
変
化
の
一
端
を

担
っ
て
き
た
。
今
後
（
③
）
は
、
不
便

さ
を
除
く
こ
と
で
多
様
な
人
が
共
に
暮

ら
す
、
そ
の
あ
り
方
を
実
践
す
る
と
い

う
思
想
的
側
面
が
重
要
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。

キーワードで考える共用品講座第１１１講
「障害のある人に情報を伝える媒体」

日本福祉大学客員教授　後
ご と う

藤芳
よしかず

一
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杉
並
の
街
〝
良
か
っ
た
こ
と
〟
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
（
杉
並
区
障
害

者
団
体
連
合
会
と
共
用
品
推
進
機
構

等
）
は
、
共
生
社
会
を
目
指
し
た
地

域
の
取
組
み
に
関
す
る
調
査
報
告
書

の
中
か
ら
、
杉
並
区
で
見
つ
け
た
良

か
っ
た
こ
と
や
モ
ノ
を
一
部
イ
ラ
ス

ト
化
し
公
開
し
ま
し
た
。

親
し
み
や
す
い
報
告
を
目
指
し
て

共
用
品
推
進
機
構
で
は
、
現
在
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
、「
共
生
社
会

を
目
指
し
た
地
域
の
取
組
み
に
関
す

る
調
査
報
告
書
」
を
公
開
し
て
い
ま

す
が
、
よ
り
多
く
の
人
に
親
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
、
良
か
っ
た
こ
と

の
声
を
一
部
イ
ラ
ス
ト
化
し
、
同

ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

他
の
地
域
の
方
々
か
ら
も
、「
自

分
の
地
域
で
も
良
か
っ
た
こ
と
調
査

を
実
施
し
た
い
」と
の
声
が
高
ま
り
、

少
し
ず
つ
で
す
が
、
良
か
っ
た
こ
と

の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
作
る
良
か
っ
た
こ
と

自
分
達
の
住
む
街
の
良
か
っ
た
こ

と
に
気
付
い
て
、
良
さ
を
広
げ
て
い

く
た
め
に
、
本
報
告
書
や
イ
ラ
ス
ト

集
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
す
べ
て
を
可
能
な

限
り
本
誌
面
で
公
開
致
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

杉
並
区
で
見
つ
け
た
良
か
っ
た
こ

と
や
モ
ノ
（
イ
ラ
ス
ト
）

地域における良かったこと、イラストにして公開！
～共生社会を目指した地域の取組みに関する調査報告書より～

図表 1：良かったことやモノのイラスト
【上段：駅】、【中段：食堂・レストラン】、【下段：コンビニエンスストア・スーパー】
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共用品推進機構ウェブサイト「良かったこと調査」【 http://www.kyoyohin.org/ja/research/report_goodthings.php 】
検索バーに ” 共用品 ”　” 良かったこと ” と入力いただいても検索できます。

良かったことやモノのイラスト【乗り物】

良かったことやモノのイラスト
【公共施設・公共サービス】

良かったことやモノのイラスト
【商店街・道・イベント】
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東
京
ガ
ス
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
主

と
す
る
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
誰
も
が
お

互
い
を
尊
重
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
快
適
に
過
ご
せ
る
社
会
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

共
用
品
推
進
機
構
様
と
は
、
２
０
１
７

年
に
開
催
し
た
当
社
主
催
イ
ベ
ン
ト
「
新

宿
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
フ
ェ
ス
タ
」
で
連
携
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
２
０
１
８
年
に
は
「
新

豊
洲
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
」
の
企
画
段
階
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

｢

新
豊
洲
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス｣

は
、
ス

ポ
ー
ツ
・
食
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
を 

テ
ー
マ
に
、
誰
も
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
配
慮
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
日
本

代
表
選
手
と
の
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
体
験
や
、
片
麻
痺
の
方
も
料
理
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る「
片
手
で
ク
ッ
キ
ン
グ
」

の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に
あ
た
っ
て
は
、
障
が

い
の
あ
る
方
に
現
地
確
認
・
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
車
い
す
の
方
が
使
い
や

す
い
机
の
高
さ
や
、
視
覚
障
が
い
の
方
に

と
っ
て
見
や
す
い
表
示
な
ど
、
様
々
な
工
夫

を
こ
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

「
森
田
さ
ん
、〝
共
用
品
〟
っ
て
、
知
っ

て
ま
す
？
」「
い
い
え
、
知
り
ま
せ
ん
。」

タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
の
富と

み
や
ま山

幹か
ん
た
ろ
う

太
郎
会
長
の
と

こ
ろ
に
今
年
の
年
始
挨
拶
に
伺
っ
た
時
の

会
話
で
す
。
共
用
品
推
進
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
調
べ
て
み
て
驚
き
、
星
川
さ

ん
の
本
を
買
っ
て
読
ん
で
頷
き
ま
し
た
。

我
々
が
「
照
ら
す
事
の
で
き
る
活
動
」
が

あ
る
、
そ
う
思
い
、
当
社
も
参
加
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

当
社
は
、
お
蔭
様
で
２
０
１
９
年
６
月

に
創
業
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
最
初
の

主
幹
事
業
は
仮
設
建
物
賃
貸
事
業
（
今
で

も
業
界
ト
ッ
プ
。
応
急
仮
設
住
宅
や
来
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
用

の
仮
設
施
設
な
ど
）
で
す
。
現
在
の
主
力

事
業
は
公
共
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
併

せ
て
３
０
０
万
㎡
の
床
の
賃
貸
。
他
に

１
０
０
Ｍ
Ｗ
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
や

30
万
㎡
を
超
え
る
緑
化
事
業
、
立
体
駐

車
場
や
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
の
建
設
事
業
、

カ
ー
シ
ェ
ア
、
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
、
車
、

環
境
商
材
、
介
護
福
祉
機
器
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農

業
機
器
の
リ
ー
ス
と
い
っ
た
一
見
何
も
関

わ
り
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
事
業
を
展
開

共
用
品
推
進
機
構
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
弊
社
の
取
り

組
み
を
ご
支
援
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

そ
の
他
、
弊
社
で
は
通
常
業
務
の
中

で
社
員
が
様
々
な
お
客
様
に
対
応
で
き

る
よ
う
、「
サ
ー
ビ
ス
介
助
基
礎
検
定
」

の
取
得
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
ま
で
に
は
１
０
０
０
名
取
得

と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
東
京
ガ
ス
グ
ル
ー

プ
社
員
の
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
化
が

進
む
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
る
の
に
は
わ
け
が
あ
り
ま
す
。

社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
課

題
を
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
が
必
要

と
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
・
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
豊
か
な
社
会
の
実
現
を

目
指
す
。
す
な
わ
ち
「〝
公
の
精
神
〟
に

も
と
づ
く
事
業
を
興
せ
」。
そ
れ
が
大
和

ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
創
業
者
石い

し
ば
し橋

信の
ぶ
お夫

の
教

え
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
た
び
、共
用
品
の
考
え
を
知
っ
て
、

な
ぜ
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と

反
省
で
す
。
今
ま
で
の
遅
れ
を
取
り
戻
す

つ
も
り
で
頑
張
り
ま
す
。

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
し
て

～
東
京
ガ
ス
株
式
会
社
～

〝
公こ

う

の
精
神
〟
に
も
と
づ
く
事
業

大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
森も

り
た田

俊し
ゅ
ん
さ
く作

視覚障がいの方へのご案内（左）、片手でクッキングの紹介（右）

平成 30 年７月豪雨災害時に建設した応急仮設住宅

新規法人賛助会員のご紹介
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公
益
社
団
法
人
日
本
リ
ウ
マ
チ
友

の
会
は
年
１
回
、
全
国
大
会
を
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
福
岡
県
北

九
州
市
で
開
催
さ
れ
、
共
用
品
推
進

機
構
は
共
用
品
の
展
示
と
会
員
の

方
々
向
け
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

機
構
で
は
、
今
ま
で
に
不
便
さ
調

査
や
良
か
っ
た
こ
と
調
査
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
行
っ
た
調

査
は
、「
こ
ん
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス

が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
を
お
聞
き
す

る
調
査
で
す
。
今
ま
で
の
調
査
か
ら

今
一
歩
踏
み
込
み
、
製
造
・
サ
ー
ビ

ス
業
、
公
的
機
関
が
今
後
の
製
品
開

発
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
際
に
参
考
に

し
て
も
ら
え
た
ら
と
の
思
い
で
行
っ

た
調
査
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
日
常
生
活
で
使
う

モ
ノ
と
、
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
分

け
、
自
由
記
述
方
式
で
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

あ
っ
た
ら
い
い
モ
ノ

日
常
生
活
で
使
う
モ
ノ
で
は
、
靴

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
一
番
多
く
、
続

い
て
オ
ー
プ
ナ
ー
、
布
巾
搾
り
器
、

イ
ス
、
掃
除
機
、
傘
等
が
あ
り
ま
し

た
。靴

で
は
、オ
シ
ャ
レ
な
も
の
、オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
が
で
き
る
も
の
、
外
反

母
趾
用
、
室
内
履
き
用
等
が
挙
げ
ら

れ
、
オ
ー
プ
ナ
ー
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
や
瓶
、
缶
用
の
オ
ー
プ
ナ
ー
以

外
に
調
味
料
用
、
中
ぶ
た
用
、
ハ
ム

等
の
真
空
包
装
用
、
小
さ
い
ア
ル
ミ

チ
ュ
ー
ブ
用
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
包
装
が
も
う
少
し
開
け
や
す
く

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
回
答
は
、
商

品
種
を
横
断
し
て
の
希
望
で
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
分
野
で
は
交
通
機
関
で

は
低
床
バ
ス
の
増
加
、
駅
の
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
、
車
椅
子
の
人
も
乗
れ
る
タ
ク

シ
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
更

に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
、
買
い
物
や
移
動

の
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
挙
げ
ら

れ
ま
し
た
。

展
示
製
品

当
日
展
示
し
た
製
品
は
、
軽
い
力

で
操
作
で
き
る
、
片
手
で
使
え
る
な

ど
の
製
品
10
点
で
、
家
電
、
日
用
品
、

文
具
な
ど
か
ら
選
び
、
リ
ウ
マ
チ
友

の
会
さ
ん
に
使
い
勝
手
を
確
認
を
し

て
い
た
だ
い
た
モ
ノ
で
す
。

軽
い
力
で
操
作
で
き
る
製
品
は
、

マ
グ
ネ
ッ
ト
式
の
コ
ン
セ
ン
ト
タ
ッ

プ
、
文
房
具
の
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
プ
や

ホ
チ
キ
ス
、
電
動
ケ
ア
ベ
ッ
ド
の
リ

モ
コ
ン
、
自
動
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
オ
ー

プ
ナ
ー
、
履
き
口
が
大
き
く
開
く
靴

下
な
ど
。

片
手
で
使
え
る
製
品
は
、
ポ
ン
プ

を
押
す
と
一
定
量
だ
け
が
出
て
く
る

洗
た
く
用
洗
剤
、
ワ
ン
プ
ッ
シ
ュ
で

開
い
て
サ
ッ
と
取
り
出
せ
る
ウ
ェ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
左
利
き
で
も
右
利

き
で
も
使
え
る
ハ
サ
ミ
、
そ
の
他
に

食
器
や
筆
記
用
具
に
挿
し
込
む
シ
リ

コ
ン
グ
リ
ッ
プ
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
１
つ
１
つ
手
に
取
っ

て
使
用
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

・
自
分
の
よ
り
軽
い
力
で
操
作
で
き

る
。
今
度
新
し
い
の
を
買
い
に
行

き
ま
す

・
指
が
痛
く
な
ら
な
い
の
で
い
い

・
も
う
少
し
高
さ
が
低
く
な
る
と
使

い
や
す
く
な
る
と
思
う

・
も
う
少
し
軽
い
と
良
い

と
い
う
改
良
点
の
意
見
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ご
自
身
の
症
状
に
よ
っ
て
は
ま
だ

ま
だ
使
え
な
い
の
が
残
念
と
い
う
方

も
お
ら
れ
、
よ
り
使
い
や
す
く
な
っ

た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
が
必
要

だ
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

田た

窪く
ぼ

友と
も

和か
ず

（公社）日本リウマチ友の会 全国大会にて
アンケート調査と製品展示を実施

展示した軽い力で操作できる、片手で使える製品
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報道に関して 【事務局長だより】
星川安之

【イベント】
日本リウマチ友の会 全国大会に出展（６月９日）

【会議】
第 14 回理事会（６月３日）
第 20 回評議員会（６月 24 日）

【講義・講演】
犬山市立犬山中学校 共用品講座（５月 15 日、森川）
ドイツ・CJD ベルヒテスガーデンの先生に講義（５月 17 日、星川、
金丸）
杉並区井荻小学校 共用品展示（５月 18 日、星川）
杉並区セシオン 大人塾祭りで共用品展示（５月 18 日、星川）

武蔵野美術大学の学生に講義（５月 31 日、森川）
多摩市立北諏訪小学校で共用品の授業（６月 12 日、森川）
日本福祉大学スクーリング：大阪（６月 29・30 日、星川、森川）

【報道】
日本経済新聞 「音声会議システム」（6 月１日）
日本経済新聞 「白杖」（6 月 29 日）
時事通信社 厚生福祉「日本失語症協議会」（6 月 4 日）
時事通信社 厚生福祉「中途視覚障害者のともだちの会」（６月 18 日）
時事通信社 厚生福祉「東京都障害者 IT 地域センター」（６月 25 日）
トイジャーナル５月号「地域での共用品展示」
トイジャーナル６月号「マンガで知る障害」

共用品通信

共用品という言葉がはじめてマスメディアに登場した
のは 1990 年７月、読売新聞の小さなコラムだった。共
用品推進機構の前身、Ｅ＆Ｃプロジェクトのメンバーで
あり読売新聞の記者だった斎

さいとう

藤晴
は る み

美さんが自ら参加して
書いた記事は、企業の製品企画担当者の心に届き、会へ
の参加申し込みに繋がった。

その後Ｅ＆Ｃでは、目の不自由な人たちへの定性及び
定量調査を行った。新聞を見て参加された大手家電メー
カーの古

ふるかわ

川政
まさあき

明さんは、その調査結果をもとに、共用品
を子供たちに楽しみながら知ってもらおうと「共用品カ
ルタ」を手作りし、会合で発表したところ、スポンサー
が現れ、印刷物となった。その印刷物もまた、新聞に取
り上げられ更なる需要につながった。

調査は、目の不自由な人から耳の不自由な人、妊産婦、
車椅子使用者、弱視、高齢者と続けて行い、それぞれ報
告書としてまとめ、多くの企業、行政そして当事者団体の
方々に読んでもらうことができた。ここでも、新聞をはじめ、
テレビ、ラジオ、雑誌など多くの媒体で取り上げられたこ
とで、多くの人が知り、読んでくれることに繋がった。

さらには、調査報告書をもとにした障害を知る各種書
籍並びに、バリアフリーは銀座からと題し 20 万人が参
加してくれた銀座でのイベントなども、多くのマスメ
ディアが報道してくれたおかげで、Ｅ＆Ｃには多くの問
い合わせをいただくようになり、市民団体から法人格を
もった組織になったのが、1999 年 4 月のことである。
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財団法人になってからは、規格も国内規
格に加え、国際規格へと発展し、障害当事
者への不便さ調査も、幅と範囲が広がり、
更には不便さから「良かったこと」へと進
んでいった。また、それまでのモノ中心の
活動が、財団設立年に依頼を受けた「郵便局における障
害のある人、高齢者への応対マニュアル」の作成を皮切
りに、万博、銀行、展示会、公共窓口などにおける「共
用サービス」の分野にも発展していった。市民団体の時
よりも、事業範囲が増えるのと比例して、マスメディアで
もその一つ一つの事業が取り上げられたかというと、残
念ながらそうではなかった。理由はいくつか考えられる。
財団法人共用品推進機構という名称が、市民団体の時の
名称に比べると軽やかさや新鮮さや無邪気さが薄れたこ
とや、財団なんだから、たくさん仕事をして当たり前…と、
思われたのかと思っている。

書かれる機会が少なくなったため、考えたのが自分た
ちで自ら書くことだった。財団発足当初、朝日新聞のコ
ラムの仕事をいただき、財団の金

かなまる

丸淳
じゅんこ

子が執筆、小学館
の女性セブン、週刊ポストには、森

もり

川
かわ

美
み

和
わ

が連載させて
いただいた。その後も、シルバー産業新聞、福祉介護テ
クノプラス、時事通信、トイジャーナル、高齢者住宅新
聞、日本経済新聞などに、共用品・共用サービスに関し
て紹介する記事を書かせていただいている。そんな背景
のもと、今回の特集を組ませていただいた。


